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【全体運】　物事を強気で進めるのには不向き。しっかり足元を見
詰め、着実な歩みを目指して。精神的な目指して。

【健康運】　食生活が乱れやすい月。節制を心掛けて
【幸運を呼ぶ食べ物】　キウイフルーツ

射手座
11/23
～ 12/21

おひさまだより
　収穫作業の終わりは次年度生産のスタートでもあります。
　果樹が健全に生育する土壌、園地環境、良好な樹体管理を行い万全の状態で生産をスター
トさせましょう。

①収穫後の管理

【剪定作業】　収穫作業が終了したら、剪定作業を行い、不要な枝・枯れ枝を除去し、

　　　　　　3～ 4月に生育する春梢の充実を促しましょう。

　　　　　　併せて、作業能率を考え、適正樹高に対応した樹形に整えましょう。

【防除管理】　剪定作業が終了したら、越冬病害虫 (カイガラ虫類 )の防除を行いましょう。

　　　　　　同時に樹勢低下の確認される園地については、樹勢回復資材等を使用し、

　　　　　　樹勢回復を行って下さい (尿素・メリット青 )。

【施肥管理】　施用時期：1月上旬～ 2月上旬

　　　　　　収穫後、春肥施用しましょう。(くみあい配合 5号：10a あたり 160kg)

　　　　　　また、土壌改良資材の投入も行いましょう。

　　　　　　(苦土石灰・堆肥等 )

J　A　女　性　部

“きらめき”通信
ＪＡ種子屋久女性部最優秀賞受賞 !!

[ １１月７日 ]

　鹿児島市鴨池新町にあるＪ
Ａ会館大ホールにおいて、「鹿
児島県家の光大会」が開催さ
れました。
　ＪＡ種子屋久女性部は、女
性部表彰の部において、部員
の購読率が５０％以上という
ことで表彰を受けました。
　これからも、様々な活動で
記事活用や読書会を行い集
落・グループ活動においても
家の光を多いに活用して役立
てていきます。


